
Ⅰ 予算編成の考え方

Ⅱ 予算規模

(単位：百万円)

増減率

現計予算額 今回補正額 補正後予算額 B (B-A)/A

一般会計 1,091,997 1,023,813 5,482 1,029,294 ▲5.7% 

震災対応分 22,412 17,730 86 17,816 ▲20.5% 

特別会計 443,830 451,438 451,438 1.7%

震災対応分 2,911 4,242 4,242 45.7%

準公営企業会計 6,655 2,684 2,684 ▲59.7% 

震災対応分 97 100 100 3.3%

公営企業会計 38,663 41,782 41,782 8.1%

震災対応分 42 28 28 ▲33.0% 

合計(総会計) 1,581,144 1,519,716 5,482 1,525,198 ▲3.5% 

震災対応分 25,462 22,100 86 22,187 ▲12.9% 

令和5年度
9月現計予算額

A

令和6年度予算額

令和６年度 ９月補正予算（第１号）案の概要
令 和 ６ 年 ９ 月
宮 城 県

○ 今回の補正予算は、物価高騰への対応として、生活困窮世帯の負担軽減や子ども食堂の運営費への支援のほか、畜産農家や養殖業

者に対する配合飼料購入費の助成に要する経費を予算化。

○ また、災害への対応として、河川や漁港の災害復旧等や災害に強い道路の整備に要する経費を計上するとともに、自然災害避難支援ア

プリの導入とその普及拡大に向けた経費を予算化。

○ このほか、国の内示等に伴う公共事業のほか、宿泊税の導入に向けた税務総合管理システムの改修や電子処方箋管理サービスを導

入する医療機関等への支援など、当初予算編成後に具体化した施策に要する経費を予算化。

※表示単位未満の端数処理により計が一致しない場合がある。 1


